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回次
第22期

第２四半期
連結累計期間

第21期

会計期間
自2022年７月１日
至2022年12月31日

自2021年７月１日
至2022年６月30日

売上高 （千円） 2,092,031 3,513,146

経常利益 （千円） 439,283 493,279

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 293,696 324,965

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 293,696 324,965

純資産額 （千円） 1,156,374 862,677

総資産額 （千円） 2,020,566 2,104,722

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 73.06 80.84

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

自己資本比率 （％） 57.2 41.0

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △44,012 657,378

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △2,256 △33,353

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △90,800 △166,183

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,348,253 1,485,322

回次
第22期

第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2022年10月１日
至2022年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 32.35

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場

であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

３．当社は、第21期第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第21期第２四

半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

４．当社は、2022年11月７日付で普通株式１株につき30株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益を算出しております。

５．第22期第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表及び第21期連結会計年度の連結財務諸表については、株

式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２第

１項の規定に準じて、應和監査法人による四半期レビュー及び監査を受けております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告

書（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、

前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比

較分析は行っておりません。

(1）経営成績の状況

当社は、「人が活きる、人を活かす。　～人的資本の最大化・最適化・再配置～」をミッションとし、ビジョン

「事業を通じて、新しい価値を創造し、すべての人が活き活きと働く社会創りをめざします。」を掲げております。

近年、グローバル競争の激化、テクノロジーの進展、人口減少といった環境変化のなかで、社会の課題解決と新し

い価値やイノベーションの創出が求められております。そのためには、人材を資源（Human Resources）より資本

（Human Capital）と捉え、不足、偏在するコンサルタントなどの高いレベルの専門性と能力を持った人材を最適配

置し、企業や社会の課題解決、価値創造を推進することで、その価値がシェアされ循環し続けてゆくことが必要とさ

れております。当社グループは、そのような変化に対応し、持続可能な未来に新しい企業価値を提供していくため

に、コーポレートステートメント「あらゆる課題は、人で解決する。」のもと、課題の発見、解決、価値創造に答え

るべく、コンサルタント等のハイエンド人材領域の人材紹介及びスキルシェア推進による経営・事業課題の解決支援

を提供しております。

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、緩やかな持ち直し傾向にあるものの、ウクライナ情勢の長期化

や物価上昇による影響も懸念され、先行き不透明な状況が続いております。

このような環境のなか、当社グループは、企業におけるＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を軸としたビ

ジネスの変革と創造に係るコンサルティング需要が高まっていることや、産業や社会課題の解決に向けた取り組みの

活発化の動きが見られるなど、引き続き堅調に推移しているハイエンド人材の需要を背景に、人材紹介及びスキルシ

ェアともに好調に推移しました。

人材紹介につきましては、主にコンサルティングファームを中心とした採用需要の高いクライアントへの取り組み

に注力し、入社決定数が順調に推移するとともに、採用難易度が高いコンサルティングファームのマネージャー以上

の案件が好調であったこと等により、売上高は1,385,820千円となりました。

スキルシェアにつきましては、既存案件の継続と新規案件獲得に努めたことに加え、登録フリーコンサルタントも

増加したこと等により、稼働人数が順調に推移し、売上高は706,211千円となりました。また、2022年７月よりスポ

ットコンサルサービス「コンパスシェア」の提供を開始し、サービスラインナップを充実させております。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は2,092,031千円、営業利益は441,028千

円、経常利益は439,283千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は293,696千円となりました。

当社グループはヒューマンキャピタル事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しておりま

す。

(2）財政状態の状況

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は1,842,791千円となり、前連結会計年度末に比べ83,702千円減少

いたしました。これは主に現金及び預金が137,069千円減少したことによるものです。固定資産は177,774千円とな

り、前連結会計年度末に比べ453千円減少いたしました。これは主に、減価償却の進行などにより有形固定資産が

1,144千円減少、無形固定資産が1,413千円減少した一方で、繰延税金資産が2,122千円増加したことによるもので

す。この結果、資産合計は2,020,566千円となり、前連結会計年度末に比べて84,156千円減少いたしました。

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は743,938千円となり、前連結会計年度末に比べ331,744千円減少い

たしました。これは主に未払金が173,082千円減少、未払費用が61,030千円減少及び未払法人税等が27,743千円減少

したことによるものです。固定負債は120,253千円となり、前連結会計年度末に比べ46,108千円減少いたしました。

これは主に長期借入金が42,562千円減少したことによるものです。この結果、負債合計は864,192千円となり、前連

結会計年度末に比べ377,852千円減少いたしました。

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は1,156,374千円となり、前連結会計年度末に比べ293,696千円増
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加いたしました。これは親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が293,696千円増加したこと

によるものです。

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の期末残高は1,348,253千円と

なりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　営業活動の結果、減少した資金は44,012千円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益439,283千

円、法人税等の支払額186,472千円、売上債権の増加額19,325千円、仕入債務の減少額17,278千円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　投資活動の結果、減少した資金は2,256千円となりました。これは情報管理システムの改修に伴う無形固定資産の

取得を含む、有形及び無形固定資産の取得による支出2,256千円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　財務活動の結果、減少した資金は90,800千円となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出85,309千円

によるものです。

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・

フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(5）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

(7）研究開発活動

該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,080,000

計 16,080,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年２月21日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,020,000 4,020,000 非上場

完全議決権株式であ

り、株主としての権

利内容に何ら限定の

ない当社における標

準となる株式であり

ます。なお、単元株

式数は100株となっ

ております。

計 4,020,000 4,020,000 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高（千円）

2022年11月７日

（注）
3,886,000 4,020,000 － 68,000 － 50,000

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

　（注）株式分割（１：30）によるものであります。
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2022年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

株式会社創 東京都品川区大崎一丁目18番２－601号 1,917,000 47.69

山尾幸弘 東京都品川区 1,773,000 44.10

吉越利成 東京都渋谷区 120,000 2.98

アクシスコンサルティング従業員

持株会

東京都千代田区麹町４－８　麹町クリスタ

ルシティ６Ｆ
75,000 1.87

伊藤文隆 埼玉県富士見市 45,000 1.12

所芳正 東京都大田区 45,000 1.12

荒木田誠 東京都墨田区 45,000 1.12

計 － 4,020,000 100.00

（５）【大株主の状況】

2022年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　4,020,000 40,200

完全議決権株式であり、

株主としての権利内容に

何ら限定のない当社にお

ける標準となる株式であ

ります。なお、単元株式

数は100株となっており

ます。

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 4,020,000 － －

総株主の議決権 － 40,200 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

②【自己株式等】

該当事項はありません。
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条

の２第１項の規定に準じて、第２四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022年12月31日まで）及び第２四半期連

結累計期間（2022年７月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、應和監査法人による四

半期レビューを受けております。

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2022年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,485,322 1,348,253

売掛金 395,278 414,603

その他 45,893 79,935

流動資産合計 1,926,494 1,842,791

固定資産

有形固定資産

建物 41,493 41,493

減価償却累計額 △25,020 △26,105

建物（純額） 16,472 15,387

工具、器具及び備品 45,805 50,149

減価償却累計額 △28,111 △32,024

工具、器具及び備品（純額） 17,693 18,124

その他 4,902 4,902

減価償却累計額 △2,451 △2,941

その他（純額） 2,451 1,961

有形固定資産合計 36,617 35,473

無形固定資産

　ソフトウエア 15,171 13,757

　無形固定資産合計 15,171 13,757

投資その他の資産

繰延税金資産 100,317 102,440

その他 26,121 26,102

投資その他の資産合計 126,438 128,543

固定資産合計 178,227 177,774

資産合計 2,104,722 2,020,566

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2022年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

負債の部

流動負債

買掛金 171,886 154,608

１年内償還予定の社債 5,000 －

１年内返済予定の長期借入金 163,772 121,025

未払金 269,561 96,479

未払費用 200,615 139,584

未払法人税等 186,472 158,729

返金負債 9,322 7,937

その他 69,052 65,574

流動負債合計 1,075,683 743,938

固定負債

長期借入金 161,176 118,614

退職給付に係る負債 3,000 －

その他 2,185 1,639

固定負債合計 166,361 120,253

負債合計 1,242,045 864,192

純資産の部

株主資本

資本金 68,000 68,000

資本剰余金 64,133 64,133

利益剰余金 730,544 1,024,240

株主資本合計 862,677 1,156,374

純資産合計 862,677 1,156,374

負債純資産合計 2,104,722 2,020,566
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年７月１日

至　2022年12月31日）

売上高 2,092,031

売上原価 725,556

売上総利益 1,366,474

販売費及び一般管理費 ※　925,446

営業利益 441,028

営業外収益

受取利息 2

受取補填金 1,536

為替差益 395

雑収入 76

営業外収益合計 2,011

営業外費用

支払利息 1,646

上場関連費用 2,000

雑損失 109

営業外費用合計 3,755

経常利益 439,283

税金等調整前四半期純利益 439,283

法人税等 145,586

四半期純利益 293,696

親会社株主に帰属する四半期純利益 293,696

（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年７月１日

至　2022年12月31日）

四半期純利益 293,696

四半期包括利益 293,696

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 293,696

【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年７月１日
  至　2022年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 439,283

減価償却費 8,017

受取利息 △2

支払利息及び社債利息 1,646

売上債権の増減額（△は増加） △19,325

仕入債務の増減額（△は減少） △17,278

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3,000

返金負債の増減額（△は減少） △1,385

その他の資産の増減額（△は増加） △34,745

その他の負債の増減額（△は減少） △229,246

小計 143,965

利息の受取額 2

利息の支払額 △1,507

法人税等の支払額 △186,472

営業活動によるキャッシュ・フロー △44,012

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,256

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,256

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △85,309

社債の償還による支出 △5,000

リース債務の返済による支出 △491

財務活動によるキャッシュ・フロー △90,800

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △137,069

現金及び現金同等物の期首残高 1,485,322

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※　1,348,253

（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

2023/02/16 17:38:48／22966957_アクシスコンサルティング株式会社_公開申請書類（第２四半期）

- 13 -



【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することとしております。

なお、当該会計基準適用指針の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う会計上の見積りについて）

新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に追加情報として記載した新型コロナウイルス感染症の今

後の広がり方や収束時期等を含む仮定に重要な変更はありません。

当第２四半期連結累計期間
（自2022年７月１日

至2022年12月31日）

給料及び手当 286,663千円

退職給付費用 6,540

（四半期連結損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

当第２四半期連結累計期間
（自2022年７月１日

至2022年12月31日）

現金及び預金勘定 1,348,253千円

現金及び現金同等物 1,348,253

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自　2022年７月１日　至　2022年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自2022年７月１日　至　2022年12月31日）

当社グループは、ヒューマンキャピタル事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年７月１日

至　2022年12月31日）

人材紹介

スキルシェア

1,385,820

706,211

顧客との契約から生じる収益 2,092,031

その他の収益 －

外部顧客への売上高 2,092,031

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第２四半期連結累計期間
（自2022年７月１日

至2022年12月31日）

１株当たり四半期純利益 73円06銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 293,696

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
293,696

普通株式の期中平均株式数（株） 4,020,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であ

り、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

２．当社は、2022年11月７日付で普通株式１株につき30株の割合で株式分割を行っております。期首に当該株式

分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算出しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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